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中学2年クラブと学習に関するアンケート調査結果

屋鋪増弘

1．アンケート調査の目的

ＰＴＡの学級懇談会などで、「生徒がクラブにばかり一生懸命で、勉強をちっともしない」とよ

く耳にする。それで、果たしてクラブ活動が勉強の障害になっているのかどうか明らかにするた

め、アンケートによりクラブの活動状態と家庭での学習状態が学習成績にそれぞれどのように関

連しているかを調査した。アンケートは、クラブ活動と家庭学習について行い、中２三クラス（男子

６４名、女子68名）の生徒を学習成績上位の者（44名)、中位の者（44名)、下位の者（43名）のグ

ループに分け、それぞれのグループについて集計した。以下は、その集計結果である。

2．アンケート集計結果

ａ・クラブ活動について

①クラブの活動時間（－週間合計） ②クラブの活動日のうち、実際に

参加するのは､全体のどれくらいか。
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④クラブは楽しいか③活動日に参加しない理由
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b・家庭学習について

①家庭での学習時間（５日間合計） ②テスト前の勉強はどれくらい

前からしているか。
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③予習と復習について ④塾にいっているか。
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わかったことと1111題点３ 

クラブの活動状態をみると、成績上位の者も下位の者もあまり差がみられないが、クラブ活動

をよくやっている者の中では下位の者より上位の者が多い。逆に、クラブ活助をあまりやってい

ない者の中では上位の者より下位の者が多い。また、クラブ活助を楽しく感じている者の中では

下位の者より」そ位の者が多く、おもしろくないと感じている者の中ではそのllll係が逆転している。

次に、家庭での学習状態をみると、学習時間では上位の者も下位の者もあまり差がみられない

が、勉強時間の極端に長い者や短い者に上位の者が多くなっている。予習や復習については、そ

れらをよくやっている者の中では上位の者より下位の者が多く、逆にあまりやっていない者の中

では下位の者より上位の者が多いという皮肉な結果がでている。テスト前の勉強については、は

っきりした傾向はみられなかったが、やはり－週間以上iiiIから勉強している者の中では上位の者

が多かった。学習塾に通っている者の中では、下位の者が上位の者より多く、クラブの活動に参

加しない理由として塾を挙げている者が下位者に多いということもうなずける。

以上のことから、クラブ活動が勉強の障害になっているのではなく、むしろ勉強の励みになっ

ているということがわかる。ただ問題なのは、塾に通い予習復習を毎日やっていながら成績不振

という者がかなりいるという点で、これらの者はクラブ活動に対し消極的であることから考えて、

成績不擾の原因がクラブ活勁にあるとはいえない。その原因としては、予習、復習の質やそのや

り方、授業中の染中の度合などが考えられ、それらの者に対する指導が今後の課題である。
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